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五
七
年
の
調
査
で
は
「
生
活
に
満
足

し
て
い
る
」
と
市
民
の
一
〇
人
に
七
人

ま
て
が
答
え
て
い
る
反
面
、
一
〇
人
に

六
人
ま
で
が
「
な
ん
ら
か
の
心
配
事
や

老
後
の
生
活 困

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
て

い
る
。

　
こ
こ
て
は
、
最
近
、
市
民
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
老
後
や
地
域
社
会
な
ど

に
関
す
る
面
、
と
く
に
「
老
後
の
生
活
」
、

「
定
住
意
識
」
、
「
市
民
の
行
動
」
を
と
り

あ
げ
て
み
よ
う
。

　
五
四
年
に
生
活
の
「
心
配
事
」
の
三

位
て
あ
っ
た
「
老
後
・
病
気
」
が
五
五

年
に
は
二
位
に
あ
が
り
、
五
七
年
に
は
、

つ
い
に
一
位
に
な
っ
た
。
「
住
宅
」
が
二

位
か
ら
三
位
、
四
位
へ
と
下
が
っ
た
の

と
好
対
照
を
な
し
て
い
る
（
表
－
１
）
。

　
性
・
年
齢
別
に
心
配
事
の
一
位
を
み

る
と
、
男
性
で
は
二
〇
代
で
「
仕
事
・

職
場
」
、
三
〇
代
で
「
住
宅
」
、
四
〇
代

で
「
イ
ン
フ
レ
・
物
価
高
」
と
入
れ
替

わ
る
が
、
五
〇
代
以
降
で
は
「
老
後
・

病
気
」
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
女
性

表－１　生活の心配事の変化な
ど
の
生
活
費
」
で
あ
り
、
「
健
康
」
が

続
き
、
両
方
と
も
五
割
を
超
え
て
い
る

（
図
－
１
）
。
民
生
局
が
四
五
歳
以
上
の

市
民
を
対
象
と
し
た
「
老
後
の
不
安
」

に
つ
い
て
の
調
査
で
も
「
健
康
」
が
一

位
で
五
三
・
五
％
、
「
生
活
費
」
が
四
八
・

八
％
と
二
位
に
な
り
、
ほ
ぼ
同
じ
結
果

を
示
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
と
の
同
居
に
つ
い
て
は
半
数
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■
「
老
後
・
病
気
」
に
不
安

で
は
、
二
〇
代
、
三
〇
代
で
子
ど
も
の

「
保
育
・
教
育
」
の
問
題
、
四
〇
代
か
ら

「
老
後
・
病
気
」
が
そ
れ
ぞ
れ
一
位
に
な

る
（
表
ｌ
２
）
。

　
こ
れ
か
ら
み
る
と
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
る
狂
乱
物
価
も
お
ち
つ
き
、
高

齢
化
社
会
の
到
来
に
よ
る
不
安
を
予
感

し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
多
く
の
人
が
心
配
し
て
い
る
老
後
だ

が
、
老
後
の
生
活
を
ど
の
よ
う
に
思
い

え
が
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

■
心
配
な
「
生
活
費
」

最
も
心
配
し
て
い
る
こ
と
は
「
年
金

る
。
　
横
浜
市
で
は
毎
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

面
か
ら
市
民
意
識
調
査
を
行
っ
て
い
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表－２　性・年齢別にみた生活の心配事１位弱
の
人
が
「
老
後
は
子
ど
も
の
家
の
近

く
で
別
に
暮
ら
し
た
方
が
よ
い
」
、
三
分

の
一
強
の
人
が
「
老
後
ほ
子
ど
も
や
孫

と
い
っ
し
よ
に
暮
ら
し
た
方
が
よ
い
」

と
望
ん
で
い
る
。
「
近
く
で
別
居
」
を
望

ん
で
い
る
人
は
、
女
性
の
五
〇
代
、
三

〇
代
に
多
く
、
男
性
よ
り
女
性
の
方
が

　
"
ス
ー
プ
の
さ
め
な
い
距
離
”
を
希
望

し
て
い
る
よ
う
だ
。
「
子
ど
も
と
同
居
」

は
六
〇
歳
以
上
に
多
い
が
、
男
性
の
二

○
代
で
は
四
五
・
ニ
％
と
平
均
（
三
六
・

八
％
）
を
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
。
一

般
に
若
年
層
が
別
居
を
望
む
と
い
わ
れ

て
い
る
が
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な

い
　
（
図
－
２
）
。

　
老
後
に
望
む
環
境
で
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
便
利
さ
と
自
然
を
比
べ
る
と
、

四
六
・
八
％
の
人
が
「
田
舎
や
郊
外
で

暮
ら
す
」
と
、
自
然
を
選
ぶ
。
男
性
で

五
二
・
九
％
と
半
数
を
超
し
、
女
性
で

は
四
一
・
四
％
と
や
や
低
い
。

　
老
後
、
寝
た
き
り
の
病
気
に
な
っ
た

時
ど
う
い
う
対
応
を
望
む
か
。
「
公
的
施

設
で
の
介
護
」
三
三
・
五
％
、
「
家
族
に

よ
る
介
護
」
三
二
・
八
％
、
「
ど
ち
ら
と

も
い
え
な
い
」
三
三
・
七
％
と
ほ
ぼ
三

等
分
さ
れ
て
い
る
。

■
″
同
居
減
少
”
を
予
測

　
老
後
の
同
居
に
つ
い
て
二
〇
～
三
〇

年
後
の
将
来
は
ど
う
な
る
と
み
て
い
る

か
。
　
「
老
人
と
の
同
居
世
帯
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
」
と
み
る
人
は
七
三
・
八
％

図―１　老後の心配事の有無図―２　老後の生活―子どもとの同居
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に
及
び
、
「
ま
だ
同
居
が
続
い
て
い
る
」

と
み
る
人
二
四
・
五
％
を
大
き
く
上
回

っ
て
い
る
（
図
－
３
）
。
性
別
で
は
、
女

性
の
方
が
同
居
が
減
少
す
る
可
能
性
を

図一3　21世紀の予測

高
く
み
て
お
り
、
と
く
に
女
性
の
三
〇

代
で
は
八
三
・
三
％
の
人
が
減
少
す
る

と
み
て
い
る
。
子
ど
も
と
は
「
近
く
で

別
居
」
を
望
ん
で
い
る
三
〇
代
女
性
の

見
方
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
（
図
｜
２
）
。

　
老
後
を
生
活
費
や
健
康
の
面
か
ら
心

■
定
住
派
が
ふ
え
る

配
し
、
田
舎
や
郊
外
で
、
子
ど
も
の
家

の
近
く
で
別
居
し
て
暮
ら
そ
う
と
思
っ

て
い
る
市
民
の
姿
が
浮
か
ん
で
く
る
。

定
　
住
　
意
　
識

　
今
住
ん
で
い
る
所
に
住
み
続
け
る
と

い
う
人
（
定
住
派
）
が
ふ
え
て
い
る
。

現
在
地
に
定
住
す
る
と
答
え
た
人
は
、

図－４　定住意向の変化

五
四
年
に
五
八
・
九
％
で
あ
っ
た
が
、

五
七
年
に
は
六
六
・
三
％
に
な
っ
た
（
図

｜
４
）
。
こ
の
傾
向
は
高
年
齢
ほ
ど
高

く
、
四
〇
代
で
七
割
強
、
五
〇
代
で
八

割
を
超
し
、
六
〇
代
以
降
で
は
九
割
を

超
す
定
住
意
向
を
示
し
て
い
る
。

　
住
み
続
け
る
理
由
と
し
て
は
、
「
自
分

の
家
だ
か
ら
」
（
六
三
・
六
％
）
が
と
び

ぬ
け
て
高
く
、
「
住
み
な
れ
て
い
る
」
（
二

八
・
二
％
）
、
「
横
浜
が
好
き
」
（
一
六
・

六
％
）
な
ど
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い

る
（
図
－
５
）
。

　
持
家
一
戸
建
の
人
や
、
居
住
年
数
の

長
い
人
ほ
ど
定
住
意
向
が
強
い
。

■
生
活
満
足
派
に
定
住
意
向

　
現
在
の
生
活
に
満
足
し
て
い
る
と
答

え
て
い
る
人
の
七
一
・
二
％
が
現
住
地
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に
住
み
続
け
た
い
と
答
え
て
い
る
。
一

方
、
不
満
と
答
え
て
い
る
人
で
は
五

二
・
六
％
が
現
住
地
に
住
み
続
け
る
と

答
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
み
る
と
、
や

は
り
生
活
に
満
足
し
て
い
る
市
民
の
方

が
定
住
意
向
が
強
く
で
て
い
る
。
し
か

し
、
不
満
を
持
ち
な
が
ら
半
数
以
上
が

定
住
意
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
注
目

さ
れ
る
。

　
身
の
ま
わ
り
の
環
境
に
対
す
る
評
価

と
定
住
意
向
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。

　
ま
ず
、
身
の
ま
わ
り
の
環
境
評
価
を

み
る
と
、
全
体
と
し
て
評
価
が
高
く
、

ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
五
割
を
超
え
て
い

る
。
こ
の
な
か
で
「
ガ
ケ
崩
れ
」
、
「
浸

水
」
に
対
す
る
安
全
性
を
評
価
す
る
人

が
八
割
と
高
い
こ
と
、
反
対
に
「
値
の

は
る
買
物
」
の
便
利
さ
、
「
交
通
事
故
」

に
対
す
る
安
全
性
を
評
価
す
る
人
が
四

割
と
低
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
定
住
意
向
と
環
境
評
価
と
の
関
係
を

み
る
た
め
に
、
現
住
地
に
住
み
続
け
る

と
答
え
た
『
定
住
派
』
と
、
現
住
地
か

ら
移
転
す
る
と
答
え
た
『
移
転
派
』
が

図一６　環境評価と定住意向

項
目
別
に
ど
う
評
価
し
た
か
を
比
べ
て

み
た
。

　
全
体
的
に
『
定
住
派
』
の
方
が
、
環

境
に
満
足
し
て
い
る
人
が
多
く
、
質
問

し
た
二
三
項
目
の
う
ち
二
一
項
目
で

『
移
転
派
』
よ
り
評
価
が
高
い
。
な
か
で

も
「
家
の
広
さ
・
間
取
り
」
に
つ
い
て

は
三
割
近
く
の
差
が
あ
る
。
『
移
転
派
』

よ
り
『
定
住
派
』
の
方
が
評
価
が
低
い

項
目
は
「
駅
」
、
「
通
勤
・
通
学
」
の
便

利
さ
の
二
つ
だ
け
で
あ
る
（
図
-
６
）
。

■
職
場
は
市
内
を
望
む

　
職
業
を
も
っ
て
い
る
人
の
う
ち
約
四

割
の
人
が
市
外
に
通
勤
し
て
い
る
と
答

え
、
こ
の
市
外
通
勤
者
の
う
ち
半
数
以

上
が
望
ま
し
い
職
場
所
在
地
と
し
て
、

市
内
を
あ
げ
て
い
る
。
現
在
、
無
職
の

人
も
含
め
て
八
割
弱
の
人
が
市
内
と
答

え
て
い
る
（
図
－
７
、
図
－
８
）
。

　
働
く
場
所
と
し
て
は
、
遠
い
市
外
よ

41
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り
も
近
い
市
内
を
望
ん
で
い
る
と
い
え

る
。
た
だ
し
、
市
内
に
職
場
を
望
ま
な

い
人
の
う
ち
、
「
横
浜
は
住
む
だ
け
の
と

こ
ろ
」
「
仕
事
や
情
報
を
得
に
く
い
」
と

い
っ
て
い
る
人
が
か
な
り
い
る
こ
と
は

市
民
の
行
動

■
「
友
人
を
訪
問
」
が
ト
ッ
プ

　
市
民
は
、
日
頃
ど
の
よ
う
な
行
動
を

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
一
年
間
に
し
た
こ
と
を
あ
げ
て

も
ら
っ
た
。
「
友
人
を
訪
問
」
七
三
・
一

％
、
「
外
食
」
七
〇
・
二
％
、
「
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
」
六
八
・
三
％
、
「
近
隣
と
の
交

際
」
六
七
・
七
％
が
高
い
割
合
を
示
し

て
い
る
（
図
－
９
）
。
こ
れ
ら
四
項
目
の

特
徴
を
み
て
み
よ
う
。

　
「
友
人
を
訪
問
」
は
女
性
の
、
と
く
に

若
い
世
代
に
多
く
、
二
〇
～
二
〇
代
て

は
八
割
を
超
し
、
高
齢
に
な
る
に
し
た

が
い
減
少
す
る
。
ま
た
『
移
転
派
』
に

注
目
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
毎
日
の
生
活

に
、
ほ
ぼ
満
足
し
、
現
住
地
に
住
み
続

け
、
職
場
を
近
く
に
求
め
よ
う
と
し
て

い
る
市
民
の
姿
が
浮
か
ん
で
く
る
。

　
「
外
食
」
は
男
女
に
よ
る
差
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
二
〇
～
四
〇
代
で
は
七
〇
％

を
超
え
、
五
〇
代
以
上
は
高
年
齢
に
な

る
に
し
た
が
っ
て
減
少
す
る
。
ま
た
高

学
歴
に
し
た
が
っ
て
多
く
な
る
。

　
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
は
圧
倒
的
に
女
性

に
多
く
、
女
性
で
八
〇
・
二
％
、
男
性

五
五
・
五
％
と
開
き
が
あ
る
。
女
性
の

二
〇
～
五
〇
代
ま
で
は
い
ず
れ
も
八
割

を
超
え
、
二
〇
代
は
九
割
を
超
す
。
こ

れ
も
高
学
歴
、
『
移
転
派
』
に
多
い
。

　
「
近
隣
と
の
交
際
」
も
女
性
が
よ
く
行

う
行
動
で
、
三
〇
～
四
〇
代
の
人
に
多

く
み
ら
れ
る
。

　
今
後
し
て
み
た
い
こ
と
も
聞
い
て
い

図―７　職場所在地が
ら
現
実
に
で
き
な
い
で
い
る
も
の
は

「
旅
行
」
、
「
習
い
事
」
で
あ
る
。
以
下
「
資

格
取
得
」
、
「
本
格
的
ス
ポ
ー
ツ
」
、
「
個

人
的
趣
味
」
と
続
い
て
い
る
（
表
－
３
）
。

　
こ
の
う
ち
「
旅
行
」
は
多
く
の
女
性

が
望
む
。
「
習
い
事
」
て
も
女
性
の
希
望

が
多
く
、
二
〇
代
、
三
〇
代
で
は
と
く
に

多
い
。
「
資
格
取
得
」
で
は
二
〇
代
男
性

と
二
〇
代
、
三
〇
代
の
女
性
に
多
い
。
こ

の
よ
う
に
み
る
と
、
い
ず
れ
に
つ
い
て

も
女
性
の
積
極
的
意
欲
が
み
ら
れ
る
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲

る
。

多
い
。

多
く
の
人
が
し
て
み
た
い
と
思
い
な

こ
こ
て
市
民
の
行
動
の
う
ち
ボ
ラ
ン

図一８　希望職場所在地（含、無職）テ
ィ
ア
活
動
に
焦
点
を
あ
て
て
み
よ

う
。
「
子
供
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
の
世
話
な

ど
の
地
域
活
動
」
一
〇
・
〇
％
、
「
福
祉

に
関
す
る
奉
仕
活
動
」
六
・
〇
％
と
日

常
実
際
に
活
動
し
て
い
る
人
は
少
な
い

が
、
「
何
か
自
分
に
で
き
る
こ
と
で
地
域

や
社
会
に
役
立
つ
活
動
を
し
て
み
た

い
」
と
思
っ
て
い
る
人
、
「
し
た
い
が
今

は
で
き
な
い
」
と
い
う
人
を
合
わ
せ
る

と
約
七
割
に
も
達
し
、
活
動
意
欲
は
大

変
高
い
。
こ
の
活
動
意
欲
は
、
男
性
で

は
年
齢
の
上
昇
に
と
も
な
い
増
加
す
る

が
、
女
性
で
は
減
少
の
傾
向
に
あ
る
（
図

－
1
0
）
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
意
欲
を
も
っ
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表－3｢将来してみたいこと｣と｢現在していること｣の差

Ａ
な
ど
の
活
動
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
一
〇
人
に
四
人
の
割

合
で
、
「
具
体
的
に
は
わ
か
ら
な
い
」
と

答
え
て
い
る
。
意
欲
が
あ
っ
て
も
具
体

的
な
目
標
が
定
ま
っ
て
い
な
い
人
も
い

る
よ
う
だ
。
実
際
に
活
動
す
る
た
め
に

は
「
時
間
的
余
裕
」
が
必
要
（
五
四
・

〇
％
）
と
い
い
、
「
知
人
・
友
人
の
働
き

か
け
」
（
二
四
・
四
％
）
、
「
適
当
な
活
動

グ
ル
ー
プ
」
（
二
〇
・
六
％
）
を
条
件
と

し
て
あ
げ
て
い
る
。

■
活
動
参
加
者
は
女
性
が
大
半

て
い
る
人
と
地
域
組
織
の
役
職
経
験
の

有
無
は
密
接
な
関
係
が
み
ら
れ
る
。
役

職
経
験
者
は
「
今
ま
で
な
に
も
し
た
こ

と
は
な
い
」
人
と
比
べ
て
活
動
意
欲
は

高
い
。
な
か
で
も
、
「
市
や
県
な
ど
の
各

種
モ
ニ
タ
ー
」
、
「
民
生
委
員
な
ど
」
の

経
験
者
に
高
い
意
欲
が
み
ら
れ
る
。

　
活
動
意
欲
を
も
つ
人
に
、
今
後
引
き

続
き
ま
た
は
新
た
に
し
た
い
こ
と
を
あ

げ
て
も
ら
っ
た
。
「
老
人
や
障
害
者
な
ど

へ
の
手
助
け
」
、
「
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
ー

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
指
導
」
、

「
自
治
会
・
町
内
会
な
ど
の
活
動
」
、
「
子

供
会
・
婦
人
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
．
Ｐ
Ｔ

　
実
際
に
ど
ん
な
人
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
横
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
横

浜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
活
動
登
録
者

調
査
か
ら
み
て
み
よ
う
。

　
女
性
が
三
分
の
二
を
占
め
る
の
が
大

き
な
特
徴
で
、
年
代
別
で
は
二
〇
代
が

二
六
・
〇
％
、
四
〇
代
一
八
・
八
％
、

三
〇
代
一
七
・
四
％
に
な
る
。
職
業
と

し
て
は
主
婦
が
二
四
・
九
％
に
及
び
約

四
分
の
一
に
な
る
。
学
生
が
一
五
・
八

％
、
事
務
職
一
一
・
八
％
と
、
三
者
で

半
数
を
占
め
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
相
手
は
、
「
障
害

児
・
者
」
四
八
．
九
％
、
「
老
人
」
二
六
・

図一９　余暇行動図一10　ボランティア活動の意欲

○
％
で
、
活
動
場
所
は
「
施
設
」
が
六

割
と
多
く
、
「
屋
外
」
三
割
の
倍
の
活
動

先
に
な
っ
て
い
る
。
活
動
は
定
期
的
に

月
一
～
二
回
が
多
い
。

43


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6

